
児童虐待児童虐待児童虐待児童虐待のののの防止等防止等防止等防止等にににに関関関関するするするする法律法律法律法律【【【【現行規定現行規定現行規定現行規定】】】】    

    

（児童虐待の定義）  

第二条  この法律において、「児童虐待」とは、保護者（親権を行う者、未成年後見人

その他の者で、児童を現に監護するものをいう。以下同じ。）がその監護する児童（十

八歳に満たない者をいう。以下同じ。）について行う次に掲げる行為をいう。  

 一 児童の身体に外傷が生じ、又は生じるおそれのある暴行を加えること。  

 二 児童にわいせつな行為をすること又は児童をしてわいせつな行為をさせること。  

 三 児童の心身の正常な発達を妨げるような著しい減食又は長時間の放置 ①①①①、保護者

以外の同居人による前二号又は次号に掲げる行為と同様の行為の放置  ②②②②その他の保護

者としての監護を著しく怠ること。  

 四 児童に対する著しい暴言又は著しく拒絶的な対応、児童が同居する家庭における配

偶者に対する暴力（配偶者（婚姻の届出をしていないが、事実上婚姻関係と同様の事

情にある者を含む。）の身体に対する不法な攻撃であって生命又は身体に危害を及ぼ

すもの及びこれに準ずる心身に有害な影響を及ぼす言動をいう。）その他の児童に著

しい心理的外傷を与える言動を行うこと。  

 

 

制定当時制定当時制定当時制定当時（（（（平成平成平成平成１６１６１６１６年年年年１０１０１０１０月月月月のののの改正前改正前改正前改正前））））のののの第第第第２２２２条第条第条第条第３３３３号号号号    

 三 児童の心身の正常な発達を妨げるような著しい減食又は長時間の放置 ①①①①その他の

保護者としての監護を著しく怠ること。  

 

解説書による説明 

 ： 保護者の監護下にある児童が保護者以外の者により虐待を受けている場合に

おいて、当該児童に対して必要な保護を与えない場合、当該保護者はこの「保

護者としての監護を著しく怠ること」に該当することにも留意する必要があ

る。 

 

 

平成平成平成平成１６１６１６１６年改正年改正年改正年改正についてのについてのについてのについての資料資料資料資料    『「『「『「『「児童虐待児童虐待児童虐待児童虐待のののの防止等防止等防止等防止等にににに関関関関するするするする法律法律法律法律のののの一部一部一部一部をををを改正改正改正改正するするするする

法律法律法律法律」」」」のののの施行施行施行施行についてについてについてについて（（（（平成平成平成平成１６１６１６１６年年年年８８８８月月月月１３１３１３１３日文部科学省生涯学習政策局長通知日文部科学省生涯学習政策局長通知日文部科学省生涯学習政策局長通知日文部科学省生涯学習政策局長通知））））よりよりよりより    

２ 児童虐待の定義（法第２条関係）  

 児童虐待の定義について、次の２点が明確にされたこと。  

① 保護者以外の同居人による児童に対する身体的虐待、性的虐待及び心理的虐待を保

護者が放置することも、保護者としての監護を著しく怠る行為（いわゆるネグレク

ト）として児童虐待に含まれること  

② 児童の目前で配偶者に対する暴力が行われること等、直接児童に対して向けられた

行為ではなくても、児童に著しい心理的外傷を与えるものであれば児童虐待に含まれ

ること 



 

児童福祉法児童福祉法児童福祉法児童福祉法    

    

第二十八条  保護者が、その児童を虐待し、著しくその監護を怠り、その他保護者に監

護させることが著しく当該児童の福祉を害する場合において、第二十七条第一項第三号

の措置を採ることが児童の親権を行う者又は未成年後見人の意に反するときは、都道府

県は、次の各号の措置を採ることができる。  

 一 保護者が親権を行う者又は未成年後見人であるときは、家庭裁判所の承認を得て、

第二十七条第一項第三号の措置を採ること。  

 二 保護者が親権を行う者又は未成年後見人でないときは、その児童を親権を行う者又

は未成年後見人に引き渡すこと。ただし、その児童を親権を行う者又は未成年後見人

に引き渡すことが児童の福祉のため不適当であると認めるときは、家庭裁判所の承認

を得て、第二十七条第一項第三号の措置を採ること。  

    


